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下[111川 では 6月28"、「アユ釣り」が解禁になりました。針天にEitまれたこの口、解禁をf.¥'ちかねて

いた山|人j外か らつめかけた大勢の太公望は、午前 611寺の打J-.げ花火を合阪|に一斉に川に入リました。

初!の_LIJI橋 では、通勤途 中のサラリーマ ンが足を止めて夏の風物詩 「アユ釣り」に見入る風来もあリ、

卜.11I地Hも本栴的な夏を迎 えようとしています。 (写真=解禁固に上田橋上流で)
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市 民 と 市 長の日

「市民 と市 長の仁1J を8JlIA側午

前 9時から正午まで、市役所3階出

長室で行います。

農 地 問 題 相談日

「農地問題相談」を8Jl 1 fI (引

所，}8時30分か ら午後 5fl.l二まで、 r]l

役所 2階農業委員会事務}"Jでか、

ます。
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通
勤
時
間

右
岸
で
は
短
縮

調ν交

琴通
結状
果況

小
牧
橋
の
利
用
一

一
倍
に

市
は
、
朝
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
交
通
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
「
交

通
渋
滞
解
消
運
動
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
交
通
対
策
課
で
は
、
今
年
も
六
月
十
六
日
か
ら
六
日

問
、
市
街
地
へ
向
か
う
マ
イ
カ
ー
の
所
用
時
間
や
交
通
量
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

四
月
に
開
通
し
た
小
牧
丸
子
線
の
状
況
も
あ
わ
せ
て
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
千
曲
川
右

岸
で
通
勤
時
間
が
短
縮
す
る
な
ど
全
般
的
に
交
通
の
流
れ
が
良
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
し
た
。
ま
た
、
小
牧
丸
子
線
の
開
通
で
小
牧
橋
を
通
過
す
る
マ
イ
カ
ー
が
昨
年
の
約
二
倍

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

え

…
交
通
量
な
ど
を
調
査
一

市
は
、
朝
の
通
勤
時
間
帯
で
少
し

で
も
マ
イ
カ
ー
を
減
ら
そ
う
と
、
時

差
出
動
、
パ
ス
・
電
車
へ
の
乗
り
替

え
、
バ
イ
ク
・
自
転
車
で
の
通
勤
な
ど
、

四
つ
の
方
法
か
ら
な
る
「
交
通
渋
滞

解
消
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

交
通
対
策
課
で
は
、
こ
の
運
動
の

効
果
を
み
る
た
め
、
朝
七
時
か
ら
九

時
ま
で
の
ラ
ッ
シ

ュ
時
に
、

「
マ
イ
カ

ー
所
要
時
間
調
査
」
と
「
通
過
交
通

量
調
査
」
(
車
両
台
数
の
調
査
)
を
行

い
幸
。
!
し
れ
九
。

再963号~

一
時
号
線
で
短
縮

-
マ
イ
カ
ー
所
要
時
間
調
査

こ
の
調
査
は
、
市
街
地
へ
通
じ
る

路
線
の
中
か
ら
八
コ

l
ス
を
選
ぴ
、

最
も
渋
滞
す
る
時
間
帯
の
通
勤
所
用

時
間
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

国
道
一
八
号
線
の
大
屋
|
市
役
所

問
で
は
、
昨
年
同
期
に
比
べ
約
三
分

短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
下
塩
尻

|
市
役
所
間
で
も
わ
ず
か
な
が
ら
短

か
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
小
牧

丸
子
線
の
開
通
や
交
通
規
制
、
信
号

機
の
調
整
な
ど
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

左
岸
方
面
で
は
、
川
西
支
所
1

西

武
交
差
点
問
、
半
過
山
口
l
同
交
差

点
聞
が
昨
年
の
所
要
時
間
よ
り
三
分

程
度
時
聞
が
か
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
日
に
よ
っ
て
所
要
時
間
に
大
き

な
変
化
が
み
ら
れ
た
た
め
と
思
わ
れ

ま
す
。
な
お
、
雨
天
の
際
に
は
大
幅

に
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

一
小
牧
丸
子
線
の
状
況
も

-

通
過
交
通
量
調
査

こ
の
調
査
で
は
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
の

二
時
間
、
市
内
で
交
通
量
の
多
い
十 上田橋で行われた通過交通量調査

一
地
点
(
秋
和
、
国
分
交
差
点
、
神

科
小
前
、
上
回
、
古
舟
、
小
牧
橋
な

ど
)
を
選
ん
で
、
各
地
点
で
の
通
過

車
両
台
数
を
つ
か
む
の
が
ね
ら
い
で

す。
そ
の
結
果
、
全
地
点
で
の
通
過
台

数
の
合
計
は
九
千
九
百
四
十
三
台
(
雨

天
を
除
く
)
で
、
昨
年
の
調
査
に
比

べ
二
百
二
十
五
台
上
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
左
岸
(
上
田
、
古
舟
橋
の
合

計
)
で
九
十
台
、
右
岸
で
百
三
十
五

台
そ
れ
ぞ
れ
増
え
て
い
ま
す
。

小
牧
橋
で
は
、
右
岸
へ
の
車
が
千

百
三
十
七
台
(
昨
年
五
百
七
十
八
台
)

左
岸
へ
は
四
百
八
十
三
台
(
同
二
百

四
十
四
台
)
と
二
倍
の
伸
び
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
牧
丸
子
線
の
通

過
量
は
、
丸
子
か
ら
上
田
方
面
へ

三
百
十
三
台
が
流
れ
、
そ
の
う
ち
約

半
数
の
車
が
小
牧
橋
を
通
行
し
右
岸

へ
渡
っ
て
い
ま
す
。

-
県
で
も
実
態
調
査

※
県
(
上
小
地
方
事
務
所
)
に
よ
る

実
態
調
査
も
六
月
十
日
に
行
わ
れ
、

渋
滞
地
区
が
前
回
(
昭
和
五
十
九
年
)

の
六
か
所
か
ら
三
か
所
に
減
っ
た
こ

と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
な
お
、
減
っ

た
地
区
は
秋
和
(
国
道

一
八
号
線
)
、

三
好
町
・
上
田
橋
、
川
辺
町
(
国
道

-
m凶
=
一
口
す
絢
靴
)
、
白
γ
ウ

ι冬
4

・4
口
&
川
捻
瑚
へ
L
4

田
丸
子
線
」
で
す
。
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l
所
要
時
間
調
査
」
と
「
通
過
交
通

量
調
査
」
(
車
両
台
数
の
調
査
)
を
行

い
宇
品

1ν

れ~。

か
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
小
牧

丸
子
線
の
開
通
や
交
通
規
制
、
信
号

機
の
調
整
な
ど
に
よ
る
も
の
と
思
わ

三
好
町
・
上
田
橋
、
川
辺
町
(
国
道

一
四
三
号
線
)
、
中
之
条
・
古
舟
橋
へ
上

回
丸
子
線
』
で
す
。

第 963号、

主主所要時間
(60年との頑;

ー-
16日 17日 18日 19日 20日 21日

61年地 60年
調 査 区 問

区 月 火 * 木 金 土 平日平均 平日平均
(主な 通過路線・経由地) F 

Zリ
雨 くもり 晴 晴 くもり

(雨天を酔〆 }(雨天を量()
くもり

14'10' 16'00' 11'40' 15'32' 
ー

(国道18号絡はり) 14'30" 19'00" 17'30' 16'∞. 
千 下塩 尻 市役所

(....1'301 ( 3'00ワ ( 1'30') (企1'50')I ( 0) (.... 28・)5.9km 
幽

(国道144号線) 24'15" 24'20' 22'15' 20'30" 22'25' J4'10' 22'21・ 18'36・
JII 畑 山 市役所

( 5'39') ( 5'44') ( 3'39') ( 1'54") ( 3'49') ( 3'45') 6.7km 
右

(図県道小諸上回線「祢津→街道市J) 17'44' 18'4ア 20'21' 18'56' 16'15' 15'30' 18'19" 20'13' 
岸 中吉 役所

(企2'29") (....1'26") I ( 8") (企1'17") (....3.58.) (....1'54.) 7.1km 
地

(国道18号線下り) 22'42' 23'45例 23'24' 19'42" 23'34' 16'43' 22'20・ 25'34' 
区 大 屋 市役所

(企2'52") (企l羽") (....2.10.) (企5'52') (....2.00.) (企3'14')6.7km 

(国道143号線・上回続) 31'30' 47'00側 41'20御 27'10' 27'10' 17'10' 31'47' 28'∞. 
千 川西支所 西武交差点

( 3'30") ( 19'00") ( 13'20') (企 50") (企 50") ( 3'47・)8.6km 
幽

神(主社要地方道上田丸子線・古舟西橋武) 25'54' 27'32例 27'55' 25'34' 25'40" 17'48' 2616' 24'43' 
JII 生島足島 交差点

( 1'11") ( 2'49") ( 3'12") I ( 51") I ( 57") ( 1'3:γ) 7.4km 
左

Oll道上回稲荷山線・古舟橋酉) 20'30' 20'33" 21'35' 18'35' 17'00" 11'10' 19'25' 16'18' 
岸 半過山口 武交差点

( 4'12") ( 4'15") ( 5'17") ( 2'17") ( 42') ( 3'07') 5.3km 
地

(小牧丸子線・小牧橋) 26'10' 29'55' 23'20' 21'30" 23'05" 1925' 23'31' 
区 丸 子 市役所

7.6km 
」 一一一」

61年 6月16日(月)-21日出

だえ一ー(3)ー一一一昭和61年 7月16日 広報う

マイ力一所要時間調査結果

こ
の
調
査
で
は
、
ラ

ッ
シ

ュ
時
の

二
時
間
、
市
内
で
交
通
量
の
多
い
十

61年台量

(60年との比軸)

右 左 全

日 時

秋 和神科小 広域農道 祢 i章線 国分一丁目 下場旧道 岸 古舟橋 上田橋 岸 体

61年平日平均 1.070 1，264 697 347 1.564 904 5倒6 2，569 1，550 4，119 9，965 

(月~金の平的) (企66) ( 34) ( 23) ( 40) ( 79) ( 25) ( 135) ( 34) ( 78) ( 112) ( 247) 

60年平日平均 1，136 1.230 674 307 1，485 879 5，711 2.535 1.472 4.007 9，718 

(雨天を除<l

L一一一ー

午前 7時-9時昭和61年 6月16日(月)-21日出マイ力一通過量調査結果

圏分商交差点 牧 橋 小牧・丸子線

日 時 一
市内

大屋方面
小牧→ 上堀→ 丸子→ 小牧4丸子

中心部 上堀 小牧 小牧

-ー-61年平日平均 420 433 853 1.146 490 316 183 

{月ー金の平均) ( 152) ( 90) ( 242) ( 587) ( 251) 
ー-

60年平日平均 268 .343 611 559 239 
ー

(雨天を除<l

61年平日平均

(雨天を除<l

i
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マイカ一通過交通量調査結果(小牧橋関係)

61年平日平均

(雨天を除く)
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上田市の人口ピラミッド
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6 11 10 9 

三
万
五
千
九
百
四
十
九
世
帯
で
前
回

よ
り
二
千
五
百
二
十
八
世
幣
(
七
・

六
%
)
増
加
し
ま
し
た
。

昨
年
十
月
一
日
現
在
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
昭
和
六
十
年
国
勢
調
査
の
上

田
市
地
方
集
計
の
結
果
(
一
部
)
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

な
お
調
査
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
樟
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
調
査
に

つ
き
ま
し
て
も
一
層
の
ご
協
力
を
お

同

駅

い

由

叩

し

上

ぱ

u
t
o
寸
'o

約
日
万

6
千
人

昭
和
六
十
年
十
月

一
日
引
在
の
上

出
市
の
総
人
い
は
十

一
万
六
千
百
七

十
八
人
で
、
前
同
の
国
勢
調
究
時
(
昭

和
五
十
五
年
)
の
人
刊
に
比
べ
四
千

六
百
三
十
八
人
、
率
に
し
て
四
・

二

部
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
世
帯
数
は
、

女
削
に
対
し
男
削
人

川
和
六
十
年
十
月

一
日
引
企
の
総

人

μ
を
男
女
別
に
み
る
と
、
男
子
が

五
万
六
千
五
百
七
十
三
人、

k
子
か

%
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
と
比
較
す
る
と
年

少
人
口
は
減
少
し
、
生
産
年
齢
人
口

五
歳
以
上
人
口
九
万

一
千
五
百
二
十

一
人
の
う
ち
就
業
者
は
五
万
九
千
三

人
(
卜
五
歳
以

l.
八
け
の
し
ハ
川
・
行

割
合
と
も
に
増
加
し
ま
し
た

五
万
九
千
六
百
五
人
で
、
男
子
か
久

子
に
比
べ
一二
千
一一一
十
二
人
少
な
く
、

人
口
性
比
(
女
子
百
人
に
刻
す
る
山

子
の
数
)
は
九
四
・
九
と
な
っ
て
い

ま
す
。

上
回
、
別
所
地
区
で
減
少

ー
!
川
川

-
、

A
-
4

A

I
l

-

1
J
I
L
--に
‘

-

3

即
町
恥
引
」
ノ

I
寸
有
叶
1
寸
『
/

一

I
L
引
っ
，
Z
仙

rト
み
よ

け
る
本
市
の
地
区
別
人
口
を
み
る
と
、

別

表

(
五
ペ

ー
ジ
)
の
と
お
り
に
な

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
か
ら
六
十
年
ま
で

の
五
年
間
の
地
区
別
人

U
の
増
減
を

み
る
と
、
上
削
地
区
と
別
所
地
区
を

除
く
す
べ
て
の
地
区
で
増
加
し
て
お

り
、
特
に
神
利
、
豊
里
、
川
辺
地
区

で
は
二
ケ
タ
古
の
高
い
仲
び
率
を
ボ

し
て
い
ま
す
。

日
歳
以
上
が
山
%

昭
和
六
十
年
十
月

一

u呪
在
の
本

市
の
総
人
口
を
年
齢
一一一
似
分
別
に
み

る
と
、

0
1
十
問
歳
の
年
少
人

μ
か

二
万
問
下
六
百
五
十
七
人

(

A

4

‘

-ae

oo)
、
十
五

i
L
ハ
十
川
疎
の
生
必
年
齢

人
U
か
七
万
七
千
九
卜
人
(
し
ハ

L

ハ
・問

%
)
、
六
十
一立
歳
以
上
ー
の
老
年
人
ハ
か

一
万
加
問
干
川
町
'
日
「
十

吋
人
へ

-m.

。。、

川門
，e

・
，

oo
、
川
じ
・

な
っ
て
い
ま
す

前
回
と
比
較
す
る
と
第

a

次
従
業

。。
レ
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65歳以上

老年人口の仲

V 男女別人口の推移人
12); 

10 )j 

8iJ 

6)) 

4 )} 

2 )j 

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
調
査
に

つ
き
ま
し
で
も
一

層
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

a
v
v
L
E
-
-
u
ヮ
4
a

、
い
ヰ
A
9
+
1
0

昭
和
五
十
五
年
と
比
較
す
る
と
年

少
人
口
は
減
少
し
、
々
し
必
年
齢
人
口

と
在
年
人

μ
か
増
加
し
て
お
り
、
特

に
老
年
人
い
の
仲
ぴ
率
が
高
く
な

っ

て
い
ま
す
。

5
年
前
よ
り
M
%増

昭
和
六
十
年
国
勢
調
査
で
は
、
十

五
歳
以
上
の
人
口
に

つ
い
て
、
同
年

九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま
で

の

一
週
間
の
労
働
力
状
態
を
調
査
し
ま

し
た
。

そ
の
結
果
に
よ
る
と
、
本
市
の
十

人9 14附5 10 15 22 25 30 35 40 45 50 55 60 
11<1. '1 告"1<1' '1'. (1'- '1'. <1'. '1' <1'- '1'- '1'. '1'. <1 

80 60 40 20 

Ur{布1
3511 

40(1 

50(1 

5511 

60(1 

4511 

和
五
十
札
年
)
の
人
口
に
比
べ
間
千

六
百
z-
一
十
八
人
、
率
に
し
て
四
・
二

%
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
枇
帯
数
は
、

五
歳
以
上
人
口
九
万

一
千
五
百
二
十

一
人
の
う
ち
就
業
者
は
五
万
九
千
三

人

(
卜
虻
歳
以
上

八
い
の
六
問

-
K

O
O
)

、
完
全
失
業
お
は
千

-h
八
十
九
人

(川

-・
4

-

一
%
)
で
、
こ
の
内
ド
引
を
人
口

わ
せ
た
労
働
力
人
U
は
、
六
万
円
九

十
e-
人
、
十
瓦
蔵
以
上
人
け

に
市
め

る
割
A
n

(
労
働
力
率
)
は

L

ハ
冗
・
八

%
に
な
り
ま
し
た。

な
お
、
経
済
活
動
に
従
事
し
な
い

非
労
働
力
人
口
(
家
事
従
業
者
、
通

学
者
、
高
齢
者
な
ど
)
は
、
今
回
三

万

一
千
二
百
七
十
五
人
で
十
五
歳
以

上
人
口

の
三
四
・

て

%
を
占
め、

前

回
調
査
の
二
万
八
千
六
百
十
三
人

(三
一
一
て

四
%
)
と
比
べ
る
と
、
人
数
、

% 
100 80 

~ 

~~3;J(I主 ;業

企年齢 3区 別 人 口 の 推 移

11円相|
35司

50'1 

6011'. 

40{1 

45(1 

55.11 

悩そ
人口(総数)人 増 減(対55年)

昭和55年 昭和60年 実数率(%)

数 111，540 116，178 4，638 4.2 

上 旺l 45，643 44，778 企865 企1.9

塩 尻 4，429 4，506 77 1.7 

}II 辺 9，223 10，214 991 10.7 

泉 田 2，216 2，419 203 9.2 

ネI~ 干ヰ 10，841 13，166 2，325 21.7 

ネヰl }II 9，986 10，294 308 3.1 

Z旦E塾己 里 2，839 3，222 383 13.5 

殿 城 1，784 1，838 54 3.0 

東 塩田 4，714 4，998 284 6.0 

中塩 田 7，803 8，449 646 8.3 

西 士昆田 3，202 3，230 28 0.9 

月IJ 所 2，010 1，980 企30 企1.5

j甫 .J!. 3，339 3，428 89 2.7 
，主~ 

ヅr、I 1，956 2，009 53 2.7 

泉 日| 1，555 1，647 92 5.9 

昭
和
六
十
年
十
月
一
日
現
在
の
総

人
口
を
男
女
別
に
み
る
と
、
男
子
が

五
万
六
千
五
百
七
十
三
人
、
女
子
か

割
合
と
も
に
増
加
し
ま
し
た
。

農
家
な
ど
が
減
る
傾
向

昭
和
六
十
年
に
お
け
る
十
五
歳
以

上
就
業
者
五
万
九
千
三
人
を
産
業
三

部
門
別
に
み
る
と
、
農
林
漁
業
な
ど

の
第

一
次
産
業
就
業
者
が
五
千
六
百

四
十
五
人
、
鉱
業
、
建
設
業
お
よ
び

製
造
業
の
第
二
次
産
業
就
業
者
が
二

万
五
千
四
百
八
十
四
人
、
運
輸
・
通

信
業
、
商
業
、
サ
ー
ビ

ス
業
、
公
務

な
ど

の
第
三
次
産
業
就
業
者
が
二
万

七
千
八
百
六
人
(
不
詳
が
六
十
八
人)、

そ
の
構
成
比
は
、
そ
れ
ぞ
れ
九
・

六

V地区別人口

...産業別就業者数の推移

人
H
か
七
万
七
千
九
十
人
で
勺
ハ
・
川

0
3
、
六
十
瓦
歳
以
上
め
老
年
人
川
が

一
万
四
千
四
白
-
-
ト
.
人
へ
‘

.. ・向.

。
。
、
川
門

4

.

0

0

、

札ハ。

つ

イ
E

、
い
生

A
F

寸
v
。

前
回
と
比
較
す
る
と
第
.
次
産
業

か
ら
第
二
次
、
第
三
次
産
業
へ
の
移

動
傾
向
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る

状
態
を
示
し
て
い
ま
す。

Jlq 
じ

※
な
お
、
こ
こ
で
使
用
し
て
い
る
数

値
は
、
昭
和
六
十
年
国
勢
調
査
(
指

定
統
計
第
一
号
)
の
結
果
を
早
期
利

用
に
供
す
る
た
め
、
上
田
市
早
期
地

方
集
計
要
綱
に
基
づ
き
集
計
し
た
概

数
で
あ
り
、
後
日
統
計
局
よ
り
公
表

さ
れ
る
碓
定
数
値
と
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

。。
レ
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上
田
市
、
東
部
町
、
真
田
町
は
昨

年
十
二
月
、
市
民
の
森
公
園
に
ス
ケ

ー
ト
場
を
建
設
し
ま
し
た
が
、
シ
ー

ズ
ン
オ
フ
時
を
有
効
に
活
用
す
る
た

め
、
ス
ケ
ー
ト
場
に
ゴ

l
カ
l
ト
と

バ
ッ
テ
リ
ー
カ

l
を
入
れ
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

こ
の
ゴ

i
カ
l
ト
場
は
、
七
月
二

十
七
日
同
の
午
前
十
時
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
が
、
夏
休
み
中
は
毎
日
開
場

す
る
た
め
、
大
勢
の
ち
び
っ
子
た
ち

で
に
ぎ
わ
い
そ
う
で
す
。

ゴ
i
カ
l
ト
は
、
五
1
七
馬
力
の
エ

ン
ジ
ン
を
積
ん
だ
大
型
レ

l
シ
ン
グ

カ
l
で
五
台
を
用
意
し
て
い
ま
す
が
、

危
険
の
な
い
よ
う
ス
ピ
ー
ド
は
制
限

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ゴ

l
カ
l
ト
は
、
ス
ケ
ー
ト
場
の
ス
ピ

ー
ド
リ
ン
ク
(
一
周
二
百
四
十

μ)

を
走
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
十
四
ボ
ル
ト
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を

積
ん
だ
大
型
バ
ッ
テ
リ
ー
カ

l
は、

六
台
用
意
し
て
お
り
、
ス
ケ
ー
ト
場

の
内
部
に
あ
る
初
心
者
用
リ
ン
ク
(
三

十
口
×
六
十
灯
)
を
走
り
ま
す
。

な
お
、
ゴ

l
カ
l
ト
場
は
十
月
二

十
六
日
田
ま
で
開
場
し
ま
す
が
、
そ

の
利
用
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
無
料
開
放
日
〉

七
月
二
十
七
日
田
は
オ
ー
プ
ン
を

ゴーカ ートが走る市民の森スケート場

市民の森公園案内図

七
月
二
十
六
日
出
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
市
内
は
お
祭

り
ム

l
ド
一
色
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
「
上
田
わ
っ
し
ょ

記
念
し
て
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
士
一

時
ま
で
無
料
開
放
し
ま
す
。

〈
開
場
日
〉

①
七
月
二
十
七
日
田

1
八
月
十
九
日

ωの
夏
休
み
中
は
、
毎
日
開
場

②
八
月
二
十
三
日
出
1
十
月
二
十
六

日
同
は
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝

祭
日
の
み
開
場

〈
開
場
時
間
〉

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時

〈
料
金
〉

ゴ
l
カ
l
ト
は

一
周
百
円
、
バ
ッ

テ
リ
ー
カ

l
は
一
回
百
円

〈
食
堂
〉

開
場
日
に
は
、
食
堂
も
聞
き
ま
す
。

〈
そ
の
他
〉

サ
ン
ダ
ル
や
ハ
イ
ヒ
ー
ル
な
ど
で

は
乗
車
で
き
ま
せ
ん
。

東
部
町

各
連
の
参
加
申
し
込
み
は
、
七
月

十
日
で
締
め
切
ら
れ
ま
し
た
。
本
番

ま
で
あ
と
わ
ず
か
。
申
し
込
み
を
さ

お盆の「くみ取り」はお早めに

例年、お盆が近づくと各家庭

や事業所からトイレのくみ取り

の要請が多くなります。業者へ

は早めに申し込みをされ、くみ

取りが集中することのないよう

にご協力をお願いします。

く保健予防課包⑫4100内線287>

国民年金

保険料の免除相談は7月中に
し収入が少なくて国民年金保険料の納付がどう

てもできない方は、申し出によっては保険料

が免除きれる場合があります。保険料の免除を

希望される方は、 7月 中 に 国 保 年 金 課 ( 同41

00内線28J)へご相談ください。免除期間の老齢

事礎年金額は、 3分の 1で計算されますが、余

俗ができたら過去10年分まで追納できます。

新

春ふ
る聴
けぷ
を?り
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七
月
二
十
六
日
出
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
市
内
は
お
祭

り
ム
ー
ド
一
色
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
「
上
田
わ
っ
し
ょ

い
」
は
、
市
民
み
ん
な
の
お
祭
り
で
す
。
市
民
総
参
加

で
、
夏
の
夜
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
十
五
周
年
を
記
念
し
て
、
踊
り
の
コ

ン
ク
l

一

ル
、
だ
れ
で
も
踊
れ
る
新
し
い
踊
り
の
振
り
付
け
、
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

みんなで夏の夜を楽しく

東北

各
連
の
参
加
申
し
込
み
は
、
七
月

十
日
で
締
め
切
ら
れ
ま
し
た
。
本
番

ま
で
あ
と
わ
ず
か
。
申
し
込
み
を
さ

れ
た
各
連
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
番
に
備

え
て
、
毎
日
練
習
に
余
念
が
な
い
こ

と
で
し
ょ
、
っ
。

事
務
所

ゥ 開

力き
21は
日
(土)

本
年
は

「上
回
わ
っ
し
ょ
い

」
の

事
務
所
が
、
上
田
商
工
会
議
所
の
四

階
に
置
か
れ
ま
す
。

事
務
所
聞
き
は
、
七
月
二
十
一
日

開
午
後
行
い
ま
す
。
事
務
所
聞
き
が

済
む
と

「
上
田
わ
っ
し
ょ
い

」
の
事

務
は
、
す
べ
て
こ
の
事
務
所
で
行
い

ま
す
。
電
話
は
⑧
4
9
5
0
で
す
。

踊
り
の
コ
ン
ク
ー
ル

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
場
所
は
、
中

央
交
差
点
で
す
。
審
査
員
は
、
上
田

市
長
を
は
じ
め
上
田
わ

っ
し
ょ
い
の

踊
り
を
振
り
付
け
さ
れ
た
松
陰
玉
光

さ
ん
、
上
田
わ
っ
し
ょ
い
実
行
委
員

な
ど
八
名
の
皆
さ
ん
で
い
円

抗
は
、
優
勝
、
準
優
勝
、

一
住
の

ほ
か
に
、
ハ
ッ
ス
ル
賞
、
ユ
ー
モ
ア

賞
、
ア
イ
デ
ア
賞
、
連
続
出
場
賞
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

保険
収入プ

してもて

か免除i

希望さt
00内線2

基礎年号

絡がでi

新
し
い
踊
り
の

振
り
付
け
を
指
導

従
来
の
踊
り
の
ほ
か
に
、
今
年
は

簡
単
に
踊
れ
る
振
り
付
け
も
用
意
し

て

「上
回
わ
っ
し
ょ
い

」
の
当
日
、

各
連
に
踊
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
し
い

踊
り
の
振
り
付
け
は
、
七

月
十
四
日
何
か
ら
二
十
五
日
幽
ま
で

(
土
・
日
曜
日
を
除
く
)
の
午
後
五

時
l
六
時
、
上
田
商
工
会
議
所
ロ
ビ

ー
で
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上

田
民
踊
連
合
会
の
講
師
の
皆
さ
ん
も

新
し
い
踊
り
の
指
導
を
し
ま
す
。

放
送
設
備
の取

り
付
け

お
祭
り
の
数
日
前
か
ら
、
ス
ピ
ー

カ
ー
な
ど
の
取
り
付
け
作
業
が
始
ま

り
ま
す
。
音
量
の
試
験
な
ど
で
、
お

祭
り
広
場
付
近
に
お
住
ま
い
の
皆
さ

ん
な
ど
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
の
生

演
奏
は
、
今
月
初
め
か
ら
上
回
公
国

の
総
合
展
示
館
で
練
習
を
始
め
て

い
ま
す
。
直

一十

一
日
開
か
ら
は
毎
晩
、

こ
こ
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

踊
り
連
の
皆
さ
ん
も
練
習
を
兼
ね
て

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。



第15岡上回わっしょい案内図
.交通規制.パス路線変更・タクシー乗り場

7月26日の交通規制で、原町・海野田T・松尾町・大門町の各通りは、午後 5時から 10時15介まて

通行出来ません。なお鷹匠町一上田駅 ~西武までは午後6時までお祭り広場へ車の乗り入れか

できます。周辺道路も交通が規制されます。警察 ・交通安全協会員・ 交通指導員・実行委員

会役員の指示に従っていただき、楽しいお祭りにしましょう

-駐車場の案内

@の印があるところは

上回わっしょい実行委員

会て用意 した駐車場です

のて、ご利用ください。

付近の道路は駐車禁止

になっています。できる

だけパス ・電車をご利用

くたさい

7月26日比)プログラム

みこし午後5:00-7:15 
おどり午後7:30-9: 30 

(雨天決行)

歩行者道路 侍一一一 一方通行

う 回路 ‘一一一 一方通行解除

(ただし歩行者道路は横断てきない)



千曲パス

午後7:00以後佐久

方面は西武前へ入

らない

午後7:00以後

上国交通ノ tス

も停車

市
役
所

一文
一
一一中

①
一

午後7:00以後駅前

バス停がここ

へ移動

市役所
ゃくら下駐車場

⑨ 

午後10時15介以降は、ふだんの

午後 7 時 ~ 10時 15介、駅前タク

シー乗り場は、 イ卜ーヨーカド

タクシー乗り場へ移動。

一前へ移動 i

市

民

体

育

館

⑨
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書

み
こ
し
は
午
後

5
時
か
ら

踊
り
は
同

7
時
列
『
分
か
ら

本番です

午
後
五
時
、
お
祭
り
広
場
は
歩
行

者
用
道
路
に
な
っ
て
、
各
所
か
ら
「
み

こ
し
」
が
か
つ
ぎ
出
さ
れ
ま
す
。
今

年
も
十
数
台
の

「
み
こ
し
」
が
出
ま

す。

「
み
こ
し
」
の
時
間
は
、
午
後
七

時
十
五
分
ま
で
で
す
。

午
後
七
時
三
十
分
に
花
火
が
打
ち

あ
が
る
と
、
「
上
田
わ
っ
し
ょ
い
」
の

踊
り
が
始
ま
り
ま
す
。
上
田
市
農
業

~ 

協
同
組
合
上
田
支
所
前
の
ス
テ
ー
ジ

で
生
演
奏
が
行
わ
れ
、
「
上
田
わ
っ
し

ょ
い
」
の
曲
が
お
祭
り
広
場
に
流
れ

ま
す
。
中
間
に
十
分
程
の
休
憩
を
は

さ
ん
で
、
踊
り
は
午
後
九
時
三
十
分

ま
で
続
き
ま
す
。

本
部
は上

田
商
工
会
議
所
前

昨年の上回わっしょい「みこし連」

本
部
は
、
上
田
商
工
会
議
所
前
に

設
け
ま
す
。
緊
急
の
連
絡
、
け
が
、

急
病
人
な
ど
は
本
部
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。ま

た
、
例
年
、
迷
子
が
多
く
出
ま
す
。

お
子
さ
ん
か
ら
目
を
離
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
万

一
、
お
子
さ
ん
が
迷
子

に
な
っ
た
と
き
は
、
本
部
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

電
話
は
⑧
4
9
5
0
で
す
。

シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
を

設
け
ま
す

原
町
の
ユ

ニ
!
と
上
田
信
用
金
庫

本
庖
前
に
、
体
の
不
自
由
な
人
の
席

(
シ
ル
バ
ー
シ

l
卜
)
を
設
け
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

中
央
交
差
点
付
近
は
、
例
年
、
大

変
混
雑
し
ま
す
。
お
年
寄
り
、
子
供

連
れ
の
皆
さ
ん
は
、
で
き
る
だ
け
こ

の
辺
を
避
け
る
よ
、3
に
し
ま
し
ょ、
7
。

交
通
規
制
は

午
後
5
時
j
同
同
時
日
分

当
日
は
、
午
後
五
時
か
ら
同
十
時

十
五
分
ま
で
、
お
祭
り
広
場
へ
車
の

乗
り
入
れ
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
に

伴
っ
て
周
辺
道
路
も
交
通
が
規
制
さ

れ
ま
す
。

お
祭
り
広
場
内
外
の
交
通
整
理
及

び
雑
踏
警
備
は
、
瞥
察
署
・
交
通
安

全
協
会

・
交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
指

示
に
従

っ
て
く
だ
さ
い
。

バ
ス
停
が
移
動
し
ま
す

午
後
五
時
か
ら
、
お
祭
り
広
場
の

中
の
バ
ス
停
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

上
田
駅
前
の
停
留
所
は
、
午
後
七

時
か
ら
西
武
上
田
庖
前
へ
移
り
ま
す
。

そ
の
他
パ
ス
の
運
行
が
変
わ
り
ま
す

の
で
、
裏
面
の
案
内
図
を
ご
覧
く
だ

一

一温

行

行

一行

木

行

一先
一所

町

陽

一川

青

泉

表
一

一肌
引
側
一大
、
温

利
一

一
、
丸
、

一
、
行
所

時
一
行
一噺
日
丘
町

一桁
錦
町
J

車
一

一赤

泉

真

百

上

行

事
一
発
一
b

)

O

)

ι日1
一前川
一

5
時

5
時

レ
一
武
一

L
臨

l
臨

ヌ
一
西
一

2

(

2

(

、
一5

通

ス

時

一

制

吸

い

い

臨
一
全

却

刊

さ
い
。タ

ク
シ
ー
乗
り
場
も

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
も
午
後
七
時
か

ら
イ
ト
l
ヨ
l
カ
ド

l
前

へ
移
動
し

ま
す
。
交
通
規
制
解
除
の
午
後
十
時

三
十
分
か
ら
は
、
上
田
駅
前
へ
も
ど

り
ま
す
。
現
場
係
員
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
の
案
内

上
田
わ
っ
し
ょ
い
実
行
委
員
会
で

用
意
し
て
あ
る
裏
面
の
案
内
図
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
付
近
の

道
路
は
駐
車
禁
止
に
な

っ
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
パ
ス
、
電
車
な
ど
の
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
お
祭
り
が

終
わ
る
と
、
西
武
上
回
庖
前
か
ら
臨

時
パ
ス
が
出
ま
す
。

全社名 上田駅発 行先 な ど

別所温泉行
電 20:54 行下之郷駅か絞句九 f関j

(定期) パスに被

別所温泉行
21:35 

下lj-之郷駅から九(Eidf-寺岡J) 
上回交通

(定期) パスに持続

別所温泉行
21 :58 ド之郷駅からパス接

車 {臨時) 統なし

別所温泉行
22:20 

続ド之な郷し駅からパス持
』‘ (臨時}

21 :50 I下半過行
(臨時)I (千曲町経由)

六
十
年
度
は
五
千
二
百
七
十
八
名
と

い
う
大
勢
の
方
に
検
診
を
受
け
て
い

た
だ
き
ま
し

う
に
、
が
ん
が
小
さ
い
う
ち
は
何
の

症
状
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
き
く
な
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臨時J

大
腸
が
ん
の
発
見
と
予
防

る
直
腸
が
ん
が
一
番
多
く
、
全
国
で

は
昭
和
五
十
九
年
の
一
年
間
に
約
七

千
八
百
人
が
直
腸
が
ん
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

最
近
は
、
大
腸

が
ん
で
亡
く
な
る

方
が
た
い
へ
ん
多

ノ
さ
り
、
こ
こ
十

五
年
ほ
ど
の
聞
で
二
倍
以
上
に
増
え

て
い
ま
す
。

大
腸
が
ん
の
中
に
は
、
直
腸
に
で

き
る
直
腸
が
ん
、
結
腸
に
で
き
る
結

腸
が
ん
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中

で
、
便
の
出
口
に
近
い
直
腸
に
で
き

t: えー(7)一一一昭和61年7月16日 広報う

ア月29日-8月17白

夏の交通事故防止運動

多
い
直
腸
が
ん

長
野
県
は
、
直
腸
が
ん
の
死
亡
率

が
高
く
、
全
国
で
二
住
(
昭
和
五
十

九
年
)
と
い
う
不
名
誉
な
記
録
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
田
市
は
長

夏の交通事故防止運動が、 7月29日伏)から 8月17

日(日)までの20日間、県下一斉に実施きれます。夏は

レジャー、帰省などによる通行車両が増加し、さら

に子供が夏休みに入ることから交通事故の多発が予

想されます。

今年は、交通事故による死者が激増しており、上

田警察署管内では 6月29日現在、 9人の方が犠牲に

なっています(昨年同期に比べ80%増)。市民の皆さ

ん、交通事故防止にご協力ください。

〈運動の重点〉

①シー トベルトの着用推進

②夏休み中、子供の事故防止

③高齢者の交通事故防止

④二輪車の事故防止 ⑤無謀運転の追放

野
県
の
平
均
よ
り
も
、
さ
ら
に
高
い

こ
と
か
ら
、
。
日
本
一
。
直
腸
が
ん
で
死

亡
す
る
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

上
田
市
で
は
、
大
腸
が
ん
が
増
え

て
き
た
た
め
、
他
の
市
町
村
に
先
が

け
て
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
大
腸
検

診
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
検
診
は
、
三
日
間
食
事
を
制

限
し
、
便
を
と
る
と
い
う
方
法
で
、

ご協力ありがとう

六
十
年
度
は
五
千
二
百
七
十
八
名
と

い
う
大
勢
の
方
に
検
診
を
受
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
す
ぐ

手
術
な
ど
の
治
療
が
必
要
な
方
が
五

名
、
ポ
リ
l
プ
が
十
二
名
、
中
・
十

二
指
腸
潰
痕
な
ど
の
病
気
が
二
十
一

名
、
そ
れ
ぞ
れ
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

病
気
が
発
見
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

す
ぐ
に
治
療
を
受
け
た
た
め
、
今
は

明
る
く
療
養
生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
も
、
病
気

の
早
期
発
見
が
大
切
な
こ
と
で
す
。

大
切
な
が
ん
検
診

大
腸
が
ん
も
他
の
が
ん
と
同
じ
よ

緑の羽根募金に250万円
4月 1日から 5月31日まで、長野県緑の基金(緑

の羽根)募金運動を実施しました。

その結果、皆様のご協力により、多額の募金が集

まりました。深く感謝申し上げます。今回の募金額

は、次のとおりです

家庭募金として 233万 1，927円
職場募金として 10万8，992門
学校募金として 5万5，955円

合計 249万6，874円
この募金は、長野県緑の基金の資金として、

①皆さんに参加していただく森林浴シンポジウム

の開催

②みんなの手で山に木を植える催し

③カモシカ、松くい虫などの病虫獣害から森林を

守る

④緑あふれる街づくりを進める

などの事業に活用させていただきます。

上間交通

電

E担

、
7
に
、
が
ん
が
小
さ
い
う
ち
は
何
の

症
状
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
き
く
な

る
と
他
の
臓
器
に
転
移
し
た
り
、
症

状
が
で
て
き
ま
す
。
お
腹
が
張
っ
た

り、

便
に
血
が
混

っ
た
り、

便
通
の

具
合
が
悪
く
な
り
ま
す
。

早
期
に
発
見
す
る
に
は
、
こ
の
よ

う
な
症
状
が
で
て
こ
な
い
う
ち
に
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
、
胃
検

診
と
同
じ
よ
う
に
大
腸
も
年
に
一
回

は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
の
大
腸
検
診
は
、
九
月
ご

ろ
自
治
会
の
回
覧
に
よ
り
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
大
勢
の
皆

さ
ん
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

繊
維
性
の
食
物
を

大
腸
が
ん
の
原
因
は
、
は
っ
き
り

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
腸
が
ん

が
戦
後
い
ち
じ
る
し
く
増
加
し
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
食
生
活
が
欧
米
化

し
た
こ
と
に
関
係
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

原
因
と
し
て
は
、
脂
肪
の
取
り
方

が
多
く
、
食
物
繊
維
の
取
り
方
が
少

な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
脂
肪
の
取
り
す
ぎ
を
避
け

て
、
繊
維
の
多
い
野
菜
な
ど
を
た
く
・

さ
ん
食
べ
て
、
便
秘
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
一
日
に

一
回
は
、
よ
い
便
が
で
る
よ
う
な
食

生
活
が
大
切
で
す
。
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放置自転車に

警告札V

企
新
し
い
ブ

l
ル
に
大
喜
び

梅
が
丘
保
育
園
で
は
、

こ
の
ほ
ど
新
し
い
プ
ー
ル

が
完
成
し
、
七
月
三
日
に
竣
工
式
を
行
い

ま
し
た
。

今
ま
で
の
プ
ー
ル
は
、

小
さ
く
て
老
朽
化
し
て
き
た

た
め
、

二
代
目
の
新
プ
ー
ル
を
建
設
し
た
も
の
で
、

七
十
三
人
の
園
児
は
広
い
プ
ー
ル
に
大
喜
び
。
毎
日
、

水
遊
び
に
熱
中
し
て
い
ま
す
。

細
伊
a
p

七
月
八
日
、
市
で
は
依
然
と
し
て
後
か
断
た
な
い

駅
前
周
辺
の
放
置
自
転
車
に
警
告
札
を
つ
け
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
上
凹
即日計察署、

上
削
駅、

北
天
神
町
内

治
会
な
ど
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
、
約
三
百
台
に
と
り

つ
け
ま
し
た
。
ま
た
七
月
一
工
l

二
日
に
は
、
警
告
札

を
つ
け
た
ま
ま

の
自
転
車
ム
を
徹
土玄
す
る
平
J
正
で
す
。

公共下水道の

供用開始区域

E
-l
a
d-
-
=之
、

k
r
r
谷
句
、

l
」
円
い

甘
川
長

ル

ア

剛

よ

桜

H
i
，

開
始
年
月
日
・
:
附
和
六
十

一
年
じ
川

一
日

開
始
区
域
:
中
央
西
二
丁
目
、
中
央

北

一
・
二
丁
目
、
緑
が
丘

一
・

三
丁
目
、
踏
入

一
・
二
1
H、
常

磐
城

一
・
三

・
四
・
五
・

L

ハ
ト
日、

国
分

一
寸J
目
、
大
字
秋
和
、
大
ん
子

常
磐
城
、
以
上
そ
れ
ぞ
れ
の
-
部

水
洗
化
は
お
早
め
に

下
水
管
が
布
設
さ
れ
下
水
道
が
使

則
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
時

点
で
、
市
で
は
自
治
会
を
通
じ
て
例

々
に
連
絡
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら

を
ま
と
め
て
年
に

一
州
、
供
則
開
始

の
告
示
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
告
示
を
さ
れ
た
医
域
の
皆
さ

ん
は
、
告
ポ
の
口
か
ら
六
か
月
以
内

に
雑
排
水
の
切
り
替
え
を
、

一一-
年
以

内
に
便
所
の
水
洗
化
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ド
水
道
が
使
、え
る
よ

う
に
な

っ
た
ら
、
お
早
め
に
ぷ
洗
化

工
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
水
洗
化
に
附

す
る
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
応
ず
る
た

め、

専
門
相
談
員
を
目
前
い
て
い
ま
す
。

い
っ
て
も
、
お
気
軽
に
ご
州
必
く
た

え
、
い

お
問
い
合
わ
せ
先

0

・
ド
水
道

4
8
a

4
1
0
0品
川
線

3
5
7
・
3
5
8

公
共
ト
ポ
道
の
供
用
を
開
始
し
ま

し
た
の
で
、

ド
水
道
日
比

(m和
，--
ト

一一
一年
四
月
二
十
四
日
法
律
第
七
九
日
芝

第
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と

わ
ね

H
J
&
E
T巾
!
し
+
正
十
1
0

困土
品[告|示|

ぃ
。
六
校
セ
y
ト
で
千
川
で
す
レ

と
a
jH

わ
れ
「
千
円
し
か

4
い
」
と
容

え
た
ら
、
「
そ
れ
で
は
千
川
に
し
ま
す
」
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こ
の
日
は
、
上
回
警
察
署
、
上
田
駅
、
北
天
神
町
自

治
会
な
ど
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
、
約
三
百
台
に
と
り

つ
け
ま
し
た
。
ま
た
七
月
二
十
二
日
に
は
、
警
告
札

を
つ
け
た
ま
ま
の
自
転
車
を
徹
去
す
る
予
定
で
す
。

お
も
ち
ゃ
花
火
も
原
料
は
火
薬

花火の事故防止夏
の
夜
、
庭
先
で
の
花
火
は
蒸
し

暑
き
を

一
瞬
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
も

の
で
す
。
し
か
し
、
家
庭
で
手
軽
に

扱
っ
て
い
る
花
火
も
原
料
は
「
火
薬
」
。

ち
ょ
っ
と
間
違
っ
た
扱
い
方
を
す
れ

ば
、
火
事
や
や
け
ど
な
ど
思
わ
ぬ
事

故
を
起
、
」
し
ま
す
。

花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
、
必
ず
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

-
安
全
な
場
所
を
選
ぼ
う

周
囲
に
紙
く
ず
や
枯
れ
草
な
ど
の

燃
え
や
す
い
も
の
、
灯
油
な
ど
の
危

険
物
の
な
い
所
、
人
家
な
ど
の
建
物

か
ら
離
れ
た
場
所
を
選
び
ま
し
ょ
う

0

・
気
象
状
況
を
考
え
よ
う

風
が
強
い
と
き
や
異
常
乾
燥
注
意

報
が
出
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

-
子
供
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に

子
供
た
ち
だ
け
で
花
火
を
し
て
い

し
た
の
で
、
下
ポ
道
法
(
昭
和
三
十

三
年
四
月
二
十
四
日
法
律
第
七
九
口
芝

第
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
告
示
し
ま
す
。

企熱戦のナイターソフ ト
ナイターソフトボール大会が、 7月7日か

ら南小学校(=写真) と塩尻小学校で始まり

ました。この大会には、 50歳以上の部29チー

ムと60歳以上の部 6チームが参加してお り、

今年は特に60歳以上の部を新設しました。こ

れから 8月上旬までの約 1か月 間、 両小学校

を会場にして熱戦を繰り広げます。

た
た
め
に
、
適
切
な
処
置
が
と
れ
ず

に
火
事
に
な
っ
た
り
、
や
け
ど
を
し

た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

-
説
明
書
会
は
必
ず
読
ん
で

花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本
ま
と

め
て
火
を
つ
け
た
り
す
る
と
大
変
危

険
で
す
。

-
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
て

マ
ッ
チ
や
花
火
の
燃
え
が
ら
は
、

必
ず
バ
ケ
ツ
に
捨
て
て
、
完
全
に
消

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

おかしな募金に

ご注意/
不審に思ったら断る勇気を

おき
?問い つ

i二。?
0わ只
内せ お

手先 気
u ・ 南米

iド li
・ 7f<:、e

;主打i
i式 認
8⑨む

い

L
J

ハ
柿
い
セ

ヅ

'「
A
L

¥
τ
l
川
い
品
、

K
4
レ

と
言
わ
れ
「
千
円
し
か
な
い
」
と
許

え
た
ら
、
「
そ
れ
で
は

T
刊
に
し
ま
す
」

と〉
一同
わ
れ
て
、
川
和
H
M
T
川
支
払
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
た
び
た
び
米
ら
れ

て
は
、
迷
惑
で
す
。
ど
う
し
た
ら
よ

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
本
中
I

に
こ

の
お
金
が
、
難
民
や
体
の
不
自
由
な

人
の
た
め
に
、
役
に
立

っ
て

い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

「
川
-
募
金
に
協
力
す
る
か
ど
う
か
は

「
い
」
本
人
の
自
由
で
す
。
そ
の
募
全

が
本
当
に
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
役

立
つ
か
ど
う
か
は
、
集
め
る
人
や
団

体
次
第
で
す
。
ま
ず
、
寄
附
す
る
前

に
市
役
所
な
ど
に
確
か
め
て
み
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。
(
市
で
は
寄
附
条
例

で

一
定
の
規
制
を
定
め
て
い
ま
す
)

な
お
、
見
ず
知
ら
ず
の
人
が
訪
ね
て

く
る
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど
無
届
け
、

無
許
可
の
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
身
分
証
明
書
は
ど
の
よ
う
に

で
も
作
れ
ま
す
。

寄
附
は
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
「
隣
近
所
の
人
も
み

ん
な
協
力
し
て
い
る
」
な
ど
の
一石
動

に
惑
わ
さ
れ
ず
、
不
審
に
思

っ
た
場

合
に
は
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

あ
ま
り
し
つ
こ
く
強
要
し
た
り
、
威

圧
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
た
ら

一

一
O
番
し
ま
し
ょ
う
。

汀
U

「
難
民
救
済
の
募
金
を
し
て
く

「
い
」
だ
さ
い
」
と
男
の
人
が
訪
ね
て

来
て
写
真
を
は

っ
た
身
分
証
明
書
ら

し
い
も
の
を
、
チ
ラ
ッ
と
見
せ
ま
し

た
。
そ
し
て
隣
近
所
の
名
簿
を
見
せ

て
、
寄
附
を
し
つ
こ
く
要
求
し
ま
し

た
。
女

一
人
で
留
守
番
を
し
て
い
た

一
た
め
、
「
断

っ
た
ら
怖
い
か
も
し
れ
な

一
ぃ
。
千
円
で
す
む
こ
と
な
ら
」
と
あ

き
ら
め
て
、
お
金
を
出
し
ま
し
た
。

四
そ
の
前
に
も
「
体
の
不
自
由
な
人
の

，
た
め
に
絵
ハ
方
キ
を
買
っ
て
く
だ
さ

七夕まつり
七 夕 まつり(海

野 町 市'iJ古街)は、

今年30年目にあた

り、盛大なイ ベン

トも企画lしていま

す。ご家族おそろ

いでどうぞ

.期日 8月 6日

(柄、 7日側、 8 

日働



えだ 昭和61年 7月16日ーー一一(10)-

お知らせ
住
宅
建
設
資
金
を

広報う

お
貸
し
し
ま
す

管
理
隈
住
宅
係

宮
⑫
4
1
0
0内
線
3
4
5

市
で
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、

住
宅
を
新
築
ま
た
は
増
改
築
す
る
皆

さ
ん
に
、
建
設
資
金
を
お
貸
し
し
ま

す。対
象
者
・
:
(
次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
し
て
い
る
人
)

①
市
内
に
自
分
の
住
む
住
宅
を
新
築

ま
た
は
増
改
築
す
る
人

②
す
で
に
建
設
に
必
要
な
敷
地
の
あ

る
人
、
ま
た
は
土
地
と
新
築
住
宅

を
同
時
に
購
入
す
る
人

。
二
十
車
以
上
六
十
歳
未
満
の
人

品川
w前
m
g
wl
A宵
訴
川
ほ
符

M
V
耐
凶
イ
日

Z
HHlT官
μ
m
門
川
以

"'"第 963号963号、

サ
マ

lpdv宝
く
じ

句
強
生
中
体
み
ラ

re--国芽
集
団
る
ピ

島
全
の
に
係
ぐ
頭

4

る
行
め
関
威
街

V
も
非
芝

、
地
と

昌
司
ま
的
の
市
「
」

~
ら
較
立
や
で
う

か
比
防
県
前
ろ

行

、
の
。
駅
守

非
は
こ
す
自
ら

を
れ

、
で
上
ガ
。

年
こ
え
の
に
悪
定
一

'
少
。
迎
も
自
演
し
一

』
青
す
を
る
ペ
l

環
ま
一

.
「
、
で
夏
す
月
を
い
一

圃
は
」
い
施
ア
年
行
一

・
月
間
す
実
、
少
を
一

巳
ア
月
ゃ
に
は
同
り
一

問

調
え
的
で
で
配
一

下
の
人
(
給
与
所
得
者
の
場
合
は

総
収
入
が
六
百
二
十
一
万
六
千
六

百
六
十
五
円
以
下
)
※
前
年
分
所

得
と
は
、
前
年
分
総
収
入
か
ら
必

要
経
費
を
差
し
引
い
た
額
で
す
。

⑤
借
入
金
(
公
庫
な
ど
ほ
か
の
資
金

を
含
む
)
の
年
間
返
済
元
利
合
計

額
が
、
前
年
分
所
得
(
将
来
と
も

同
居
す
る
家
族
の
収
入
を
含
む
)

の
三
三
%
以
内
で
あ
る
こ
と
。

申
込
期
間
・
:
随
時
受
付
。
た
だ
し
、

貸
付
予
定
戸
数
分
(
十
五
戸
)
が

満
杯
に
な
っ
た
時
点
で
締
め
切
り

ま
す
。

貸
付
金
額
・
:
五
十
万
円
以
上
二
百
万

円
以
下

貸
付
利
率
・
:
年
六
・
O
%

返
済
期
間
・
・
・
十
五
年
以
内

返
済
方
法
:
・
元
利
均
等
毎
月
払
い

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
・
:
管
理
課

仲
也
守
宅
百
怖

ガ
キ
の
裏
面
に
は
申
込
人
の
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
J

行
方
不
明
の
人
を

捜
す
相
談
所
を
開
設

警
察
署
で
は
、
八
月
の
一
か
月
間

「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所
」

を
別
表
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

病
気
や
家
庭
の
事
情
な
ど
で
家
出

し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
か
、
旅

行
や
働
き
に
出
た
ま
ま
消
息
が
わ
か

ら
な
い
な
ど
、
家
族
に
所
在
不
明
の

人
が
い
る
方
は
、
相
談
所
へ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。
相
談
に
お
出
か
け
の

際
は
、
な
る
べ
く
本
人
の
写
真
や
家

出
当
時
の
様
子
の
わ
か
る
資
料
な
ど

を
お
侍
ち
く
だ
さ
い
。

行方不明の人を捜す相談所日程表

場 所 日 時

長野県警察本部 8月1日掛---8月30日比)

置識課(県庁9階) 平日…午前8:30-午後5:00

ft0262⑫1251 土曜日…午前8:30-正午

上回警察署 8月8日後)

8⑫3565 午前8:30-午後5:00

(
問
診
、
検
尿

図
な
ど
)

〈
申
込
方
法
〉

血
液
検
査
、
心
電

(7月7日現在)

ゆずります 〈希望価格〉 ゆずってください

手L母車 5，000円 ベビー服

カーチェアー 3，000円 歩行器

電子ジャー(1升炊) 5，000円 ブランコ

ふとん乾燥機 5，000円 子供用食堂イス

大人用自転車 5，000円 ミキサー

都市ガス用瞬間湯沸器 6，000円 ステレオ

ダブルベット 20，000円 ノ〈イク

食器棚 1，000円 子供用自転車(中l男子用)

モチっき機(3斗) 3，000円 英文タイプライター

スチール製学習机 2，000円 卓球台

バイク用ヘルメット(男子用) 2，000円 剣道防具一式

木製ベット(組立て式) 無料 輪転機式謄写版

。紹介後のトラフツレなどは、責任を 楽器(ベース)

負いかねますのでご了承ください。 !整理ダンス

不用品登録情報(主なもの)

名称 相 談 日 相談時間 担 当

法律相談 8月8日幽 午後
弁(予約護制士) (ー 般)8月22日働 1 : 30-3 : 30 

監法制哩H談! 8月14日同
午後 司法書士
1 : 00-4 : 00 土地家屋調査士

人権相談 8月7日同
午後

人(法権務擁局護職委員員) 
トーー『 1 : 00-4 : 00 

主(I斗-首ii1日9):ー

市民相談 毎 日 .qイo灸o5:00 
市民相談室

(日・祝日除<l Z(T1二両:Hij事9{: oo-

陣
JI 斗二

毎日 午前9: 0後0- 相交通談事故員
(t. U .lJtl:l除<l 午 4: 00 

職向業齢相者談 毎日 会午〈{1Jニ干土前前帥H99i) P} E 0f灸04~CO 
職相業談安定民所

(日・祝日除<J
00ー

』、 同帽句同
lE .q二

市の相談業務(8月)

2期

1期

じ〉ゆず りたL、品物、ゆずってほしい品物がありましたーら、生

活環境課(宮⑫4100内線301)へお気軽にご連絡を。

[>紹介を受けた人は取り引きの結果(成立、不成立にかかわ

らず)を生活環境課へご連絡くださ L、。

法律相J炎(ー般)の「γ，約」は、電話でも受け付けま

す。生活環境課(宮@4100内線301)にお申 し込み
〈ださL、。



を
同
時
に
購
入
す
る
人

③
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人

@
前
年
分
所
得
が
四
百
五
十
万
円
以

第 963号、

サ
マ
1
1
d
v
宝
く
じ

申
し
込
み
受
付
中

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ポ
宝
く
じ
」
の

予
約
申
し
込
み
が
、
七
月
十
五
日
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

賞
金
は
、
一
等
五
千
万
円
で
、
前

後
賞
と
あ
わ
せ
て
七
千
万
円
で
す
。

さ
ら
に
デ
ラ
ッ
ク
ス
・
カ

l
賞
八
百

万
円
(
六
百
本
)
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
カ

l
賞
三
百
万
四
(
二
千
本
)
の
特
別

賞
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
全
国

の
市
区
町
村
の
災
害
対
策
な
ど
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

予
約
申
込
期
間
・
・
・
七
月
十
五
日

ωl

同
二
十
四
日
附
(
当
日
消
印
有
効
)

予
約
申
込
先
・
:
①
全
国
の
宝
く
じ
売

場
で
「
予
約
券
」
を
申
し
込
み
、

霊
呂
製
住
復
は
が
き
を
使
っ
て
「
干

l
o
o
-
東
京
中
央
郵
便
局
留
置

第
一
勧
業
銀
行
宝
く
じ
部
」
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
(
住
信
ハ
ガ

キ
の
表
面
に
申
込
先
、
申
込
人
の

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
、
横
に
「
宝
く
じ
」
と
赤
色
で

書
き
、
四
角
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

裏
面
に

「サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ポ
」
と

だ
け
書
い
て
く
だ
さ
い
.。
返
信
ハ

t: え一-(11)-一一昭和61年7月16日 広報う

返
済
方
法
:
・
元
利
均
等
毎
月
払
い

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
:
・
管
理
課

住
宅
係

4u牟
・
爪
川
宙
環
而
凹
ド
h
同
日
同
由
中
江
川
』

-A
八

m川
町
凪
却
問
視

番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
)

そ
の
他
:
・
「予
約
券
」
「
は
が
き
」
一

枚
で
二
十
枚
ま
で
予
約
で
き
ま

す
。

「
寝
た
き
り
老
人
を

校
家
族
の
会
」
を

開
催
し
ま
す

保
健
予
防
課

宮
⑧
4
1
0
0
内
線
2
9
1

今
回
(
第
二
回
)
は
、
寝
た
き
り

の
お
年
寄
り
を
介
護
さ
れ
て
い
る
家

族
の
皆
さ
ん
が
、
健
康
で
介
護
で
き

る
よ
う
「介
護
者
の
健
康
に
つ
い
て
」

を
開
催
し
ま
す
。
ご
都
合
を
つ
け
て

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

〈
と
き
〉

七
月
二
十
八
日
開
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
同
四
時
ま
で

〈
と
こ
ろ
〉

上
田
市
役
所
南
庁
舎
二
階
保
健

セ
ン
タ
ー

〈
対
象
者
〉

寝
た
き
り
老
人
を
か
か
え
る
家
族

〈
内
容
〉

健
康
教
室

l
①
医
師
の
お
話
(
腰

痛
、
膝
痛
に
つ
い
て
)
、
②
健
康
教
室

行方

品恨開郎、

耐
山
品
拙
似
品
根
木
且
、

凶

u
e屯

〈
阿
川
地
Z
官
、

固
な
ど
)

〈
申
込
方
法
V

七
月
二
十
四
日
附
ま
で
に
、
保
健

予
防
課
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

〈
そ
の
他
v

当
日
介
護
を
代
わ
っ
て
く
だ
さ
る

人
が
い
な
い
場
合
は
、
こ
ち
ら
か
ら

介
護
者
が
伺
い
ま
す
の
で
、
申
し
込

む
際
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

上
田
創
造
館

親
子
視
聴
覚
教
室
を

開
催
し
ま
す

上
回
創
造
館
宮
⑮
1
1
1
1

上
田
創
造
館
で
は
、
映
画
で
視
聴

覚
の
勉
強
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
夏
休
み
親
子
視
聴
覚
教
室
」
を
聞

き
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

期

日

:
・八
月
六
日
附
1
八
日
働
の

三
日
間

時
間
:
・
午
前
九
時
・
十
時
、
午
後

一
時
・
三
時
の
四
回
上
映

会
場
:
・
上
田
創
造
館
視
聴
覚
室

映
画
・
:
「
み
に
く
い
あ
ひ
る
の
子
」

「雪
の
女
王
」

対
象
・
:
小
学
生

ま
す
)

(
親
子
同
伴
と
し

ゐぷ7
1固定資
5 (都市計

国民健康保険税

第2期

制
州第

8月の乳幼児健康診査
o受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。

o母子健康手帳とパスタオル (4・10か月児)をお持ちくだ

さい。また、 1歳 6か月児と 3歳児は赤ちゃん手帳の中

にある健康診査票を記入してお持ちください。

l三h五、 場 健診 実施 日 対 象 児

4か月児
8月5日 61年3月16日-3月31日生

8月19日 61年4月1日-4月15日生

10か月児
8月7日 60年9月16日-9月30日生

上(岡市市役所保南健庁セ舎ンター
8月26日 60年10月1日-10月15日生

2階) 8月6日 60年1月16日-1月31日生
l歳6か月児

8月27.日 60年2月1日-2月15日生

3歳児
8月8日 58年7月1日ー7月15日生

8月29日 58年7月16日-7月31日生

塩田母子健康センター 140かか月月児児 8月12日
61年3月16日ー4月15日生

(塩団地区) 60年9月16日ー10月15日生
3歳児 8月1日 58年6月1日-7月31日生

川西社会福祉センター
4か月児 61年3月16日-4月15日生

()II西地区) 10か月児 8月20日 60年9月16日-10月15日生
1歳6か月児 60年1月16日ー2月15日生

‘※駐車場が手狭のため、なるべく車での来庁はご遠慮ください。
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覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー
な
ど

薬
物
の
乱
用
防
止
に

ご
協
力
を

保
健
予
防
諜
保
健
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
8

七
月
は
薬
物
乱
用
防
止
月
間
で
す
。

薬
物
(
覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー
な
ど
)

の
乱
用
者
は
、
昭
和
四
十
五
年
以
来

長
期
に
わ
た
っ
て
増
加
傾
向
に
あ
り
、

乱
用
者
に
よ
る
事
件
、
事
故
も
続
発

し
て
い
ま
す
。

ま
た
乱
用
者
の
青
少
年
層
、
婦
人

層
へ
の
底
辺
拡
大
傾
向
も
現
れ
、
最

近
で
は
少
年
が
全
乱
用
者
の

一
割
を

占
め
る
な
ど
青
少
年
健
全
育
成
の
上

か
ら
も
大
変
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

恐
ろ
し
い
薬
物
を
社
会
か
ら
追
放
す

る
た
め
に
市
民

一
人

一
人
が
注
意
し

土
品
し
ょ
、
っ
。

え広報う

「
野
生
薬
草
に

親
し
む
会
」
を
開
催

....第963 ~;-

上
回
保
健
所
環
境
衛
生
課

e
@
1
2
6
0
内
線
2
3
6

且仲

itト
l
J

岡
山
戸
革
揮
割
削
師
同
会
み
の
主
占
協
同
予
¥

ヲ1日

号

iL 
次
の
と
お
り
「
野
生
薬
草
に
親
し
む

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
薬

草
の
正
し
い
鑑
別
法
や
利
用
法
に
つ

い
て
専
門
家
の
指
導
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
ハ

l
ブ
ガ
ー
デ
ン
で
ハ

l
ブ
の

栽
培
と
楽
し
み
方
に
つ
い
て
の
お
話

も
あ
り
ま
す
。
参
加
料
は
無
料
で
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と
き
・
:
八
月

一
日
働
午
前
十

一
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で
(
現
地
集
合
)

と
こ
ろ
・
:
真
田
町
大
字
長
(
十
の
原
)

県
菅
平
薬
草
栽
培
試
験
地
(
雨
天

の
時
は
、
「
ロ
ッ
ジ
あ
ず
ま
や
」
)

持
ち
物
・
・
・
昼
食

講
師
・
:
上
田
薬
剤
師
会
・
合
葉
善

泰
さ
ん
、
県
薬
草
指
導
員
ほ
か

ダ
イ
ヤ
ル
通
話
料
金

7
月
凶
日
か
ら

土
曜
割
引
に

N
T
T
上
回
電
報
電
話
局

宮
⑫
4
0
0
0

N
T
T
で
は
、
民
営
化
初
年
度
の

昭
和
六
十
年
度
は
予
定
を
上
回
る
成

果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
成
果
を
で
き
る
だ
け
早
く
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
還
元
す
る
た
め
、
七
月

十
九
日
出
か
ら
毎
週
土
曜
日
の
ダ
イ

ヤ
ル
通
話
料
金
を
日
曜
、
祝
日
と
同

様
に
一
日
中
割
引
サ
ー
ビ
ス
(
六
十

キ
ロ
以
上
の
通
話
地
域
)
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

例
え
ば
、
上
田
l
東
京
聞
の
場
合
、

平
日
三
分
で
百
八
十
円
の
と
こ
ろ
百

円
に
な
り
ま
す
。

自
動
車
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん

廃
車
・
名
義
変
更
な
ど

手
続
き
は
お
早
め
に

「
廃
車
の
手
続
き
を
依
頼
し
た
の

に
:
・
」
「
知
人
に
車
を
譲

っ
た
の
に

:
・
」
「
以
前
の
車
を
下
取
り
に
出
し

た
の
に
:
・
」
い
ま
だ
自
動
車
の
納
税

通
知
書
な
ど
が
く
る
と
い
う
問
い
合

わ
せ
や
苦
情
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
廃
車
や
名
義
、
住
所
が
変

わ
っ
た
と
き
は
、
早
め
に
管
轄
の
陸

連
支
局
ま
た
は
検
査
登
録
事
務
所
で

正
規
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

放
っ
て
お
く
と
:
・

廃
車
、
名
義
変
更
な
ど
の
手
続
き

を
し
な
い
で
放
っ
て
お
く
と
、
車
や

当
人
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
り
、
名

義
人
が
死
亡
さ
れ
た
り
、
会
社
が
倒

産
し
た
り
し
て
手
続
き
が
面
倒
に
な

り
ま
す
。
そ
の
他
に
税
金
ま
た
は
交

通
事
故
、
犯
罪
な
ど
で
大
変
迷
惑
を

こ
お
む
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
検
一

査
証
は
、
廃
車
や
名
義
変
更
な
ど
の
一

と
き
必
要
な
も
の
で
す
か
ら
、
大
切
一

に
取
り
扱

っ
て
く
だ
さ
い
。

一

次

の

方

々

か

ら

温

か

い

ご

寄

付

を

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》

一
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

O
廃
車
や
名
義
変
更
な
ど

l
運
輸
省
一
上
げ
ま
す
。

長
野
陸
連
支
局

8
0
2
6
2
⑬
5

一
マ
緑
の
会
様

一
万
円
社
会
福
祉

3
5
5
(
登

録

課

)

一

基

金

の

積

立
金
と
し
て

O
自
動
車
税
な
ど

l
上
小
地
方
事
務
一

マ
田
辺
寛
二
郎
梯
(
原
町
)
「
上

所
税
務
課
宮
⑫
1
2
6
0

一
回
城
下
町
・
原
町
の
歴
史
」
十
四

‘EE
-
-置
車
重
富
彊
E

・g-a一
冊
社
会
教
育
機
関
、
施
設

へ

圃

一
マ
上
田
薬
剤
師
会
梯
キ
ハ
ダ
苗
木

闘

一
六
十
本
史
跡
公
園
用
と
し
て

電

話

の

公

売

圏

一
マ
匿

名

四

万

三
千
五

μ
四
十
八

剛

一
円
社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し

剛

一
て

収
税
課
収
税
係

閣

一
マ
中
沢
安
治
様
(
中
之
条
)

三
十

凶
崎
川
崎
洋
は
l
w一
万
円
老
人
福
祉
の
た
め

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
る
、
一

マ
小
泉
み
つ
わ
会
婦
人
部
様
、
小
泉

上
田
電
報
電
話
局
管
内
の
電
話
加
入
一
守
巣
子
様
(
小
泉
)
ぞ
う
き
ん
百

権
の
公
売
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
一
十
枚
、
六
十
枚
小
泉
小
学
校
へ

と
き
:
・
七
月
二
十
九
日

ω午
前
九
一
マ
太
田
幸
生
梯
(
山
石
下
)
-
万

4

時
三
十
分
(
受
付
は
午
前
九
時
か
一
千
五
百
円
社
会
福
祉
基
令
の
松
江

ら

九

時

三

十

分

)

一

金

と

し

て

と
こ
ろ
:
・
市
役
所
南
庁
舎
五
階
会
議
一

マ
倉
島
岳
陽
様
(
諏
訪
形
)
・

一ト

室

一

万

円

社

会

福

祉

基

金

の

積

立

金

と

方

法

・
:
競
争
入
札

一

し

て

台

数

・

・

当
日

決

定

一

マ
匿
名
丘
十
万
円
点
字
M
h
m
H

公
売
公
告
の
場
所
・
:
市
役
所
、
豊
殿
・
一
館
用
自
動
車
賂
入
資
金
と
し
て

塩
田
・
川
西
の
各
支
所
、
上
回
税
一

マ
匿

名

車
庫
点
字
岡
洋
館
則

務
署
、
上
小
地
方
事
務
所
一
自
動
車
車
庫
と
し
て

ご
寄
付
お
払
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